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五 一 Ep一 軍e増(E)-0 (3)
の解として与えられるQここで epは自由電子の羊ネルギー ,稽 柳 ま運動量p
energyEの電子のself-energy paT七で あるo(3)の解を Eu(p)とするO
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･n巣/m - (1+AH /(卜 AE)
(15)でA:-0とおくと
mX/m - 1+Af
とな り. Landau理論と-致し.また Ag=0とすると.⊥
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(22)で 1-0とお くと Wa七abe7)の式であるo
l + A冒 - u , 1 +A冒 - V -
とお くと (22)カち










Ⅴ= (1- A) u
2aTs
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7.実際に.方轟式 (23)を解 くと. 次の数値が得られたBただし. tl,Ⅴ
の相対誤差は 1%内外であるo (･1- 0はWaもahe7)の値) Naでは rs-～ 4











i u ｢Ⅴ 1+Ao1頻 'X/Xo
0. 0 0.77- 0.′96 0.万号 0_.J96 ま.25-
0.j 0.80 .0.97 0.90 1∴08 i.20
0._2 0.8.3 0.97. 1.03 L.1.21 1.17
































くような効果を考えおとしていると思われ る｡鞄 もabe7)は.第 1図のグラフ
にVerもex L30rreCtion をほどこす_ことによって､_その効果が期待出凍 るこ
とをとを示唆しているが.そのことについては.次の機会にゆずとうと思 うQ
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